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研究テーマ※  相互行為における知識とアイデンティティ：会話分析研究 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

 私たちが言語・非言語的手段を駆使してコミュニケーションを成立

させる「相互行為能力」の実態には、まだ記述しきれていない点が数

多く残っている。私は、社会学から展開した「会話分析」の手法を用

いて自然会話データをビデオデータ分析ソフトELAN（右図参照）を

用いて分析し、様々な場面で相互行為がいかにして成立しているの

か、参加者たちはどのような規範、手がかりに依拠しているのかを

記述してきた。とくに、会話において「誰が何を知っているべきなの

か」という問題を主たるテーマとしている。 

【応用例、研究の展望】 

 私が取り組んでいる会話分析研究は、教育場面、ビジネス場面、医療場面など、社会を織りなす様々な場面で

のコミュニケーションの成り立ちを解明し、それに参加する人々にとって何が問題となり得るのかを理解するこ

とに貢献している。 

【研究方法の特色】 

 自然会話データを、研究者の研究的関心や事前に用意された仮説の検証を出発点とするのではなく、「動機づ

けされていない」、客観的、システマチックな手法によって分析することで、ときには研究者が想定を越える新

たな「会話の仕組み」の発見を生み出す。 

本研究関連 

特許・論文等 

・Hayano, K. 2017. When (not) to claim epistemic independence: The use of ne and yone 

in Japanese conversation. East Asian Pragmatics 2(2): 163-193. 

・早野薫. 2021. 「保護者-保育士間会話における報告連鎖」田中廣明他（編）『動的語用論の構築へ向けて』開拓

社. pp. 182-202.  
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